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【手続補正書】
【提出日】平成21年1月5日(2009.1.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）光が入射あるいは出射され、所望のブラッグ条件を満足する干渉縞が形成された
回折領域、及び、
　（Ｂ）回折領域の縁部から延在し、回折領域から出射された光が入射し、あるいは又、
回折領域に入射される光が出射され、所望のブラッグ条件を満足する干渉縞が形成されて
いない非回折領域、
を有する反射型体積ホログラム回折格子から成ることを特徴とする回折格子部材。
【請求項２】
　フォトポリマー材料から成ることを特徴とする請求項１に記載の回折格子部材。
【請求項３】
　非回折領域の幅は２ｍｍ以上であることを特徴とする請求項１に記載の回折格子部材。
【請求項４】
　干渉縞は、第１の方向に沿って延び、
　非回折領域は、第１の方向に沿った回折領域の縁部から延在していることを特徴とする
請求項１に記載の回折格子部材。
【請求項５】
　（Ａ）光が入射され、内部を全反射により伝播した後、出射される導光板、
　（Ｂ）導光板に入射した光が導光板の内部で全反射されるように、導光板に入射した光
を回折反射する、反射型体積ホログラム回折格子から成る第１回折格子部材、及び、
　（Ｃ）導光板から光を出射するように、導光板の内部を全反射により伝播した光を回折
反射する、反射型体積ホログラム回折格子から成る第２回折格子部材、
を備えた光学装置であって、
　第２回折格子部材は、
　（Ｃ－１）所望のブラッグ条件を満足する干渉縞が形成された第２回折領域、及び、
　（Ｃ－２）少なくとも、第１回折格子部材に面した第２回折領域の縁部から延在し、所
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望のブラッグ条件を満足する干渉縞が形成されていない第２非回折領域、
を有することを特徴とする光学装置。
【請求項６】
　第２非回折領域は第２回折領域を取り囲んでいることを特徴とする請求項５に記載の光
学装置。
【請求項７】
　第２非回折領域の幅は２ｍｍ以上であることを特徴とする請求項５に記載の光学装置。
【請求項８】
　第１回折格子部材は、
　（Ｂ－１）所望のブラッグ条件を満足する干渉縞が形成された第１回折領域、及び、
　（Ｂ－２）少なくとも、第２回折格子部材に面した第１回折領域の縁部から延在し、所
望のブラッグ条件を満足する干渉縞が形成されていない第１非回折領域、
を有することを特徴とする請求項５に記載の光学装置。
【請求項９】
　第１非回折領域は第１回折領域を取り囲んでいることを特徴とする請求項８に記載の光
学装置。
【請求項１０】
　第１非回折領域の幅は２ｍｍ以上であることを特徴とする請求項８に記載の光学装置。
【請求項１１】
　第１回折格子部材及び第２回折格子部材は、フォトポリマー材料から成ることを特徴と
する請求項８に記載の光学装置。
【請求項１２】
　（Ａ）光が入射され、内部を全反射により伝播した後、出射される導光板、
　（Ｂ）導光板に入射した光が導光板の内部で全反射されるように、導光板に入射した光
を回折反射する第１有効領域を有し、反射型体積ホログラム回折格子から成る第１回折格
子部材、及び、
　（Ｃ）導光板から光を出射するように、導光板の内部を全反射により伝播した光を回折
反射する第２有効領域を有し、反射型体積ホログラム回折格子から成る第２回折格子部材
、
を備えた光学装置であって、
　少なくとも、第２回折格子部材に面した第１回折格子部材の第１有効領域の端部に対応
した導光板の部分から、第２回折格子部材に向かって、導光板の第１領域上には第１光反
射層が設けられていることを特徴とする光学装置。
【請求項１３】
　（ａ）画像形成装置と、
　（ｂ）画像形成装置から出射された光を平行光束とするコリメート光学系と、
　（ｃ）コリメート光学系にて平行光束とされた光が入射され、導光され、出射される光
学装置、
から成る画像表示装置であって、
　光学装置は、
　（Ａ）光が入射され、内部を全反射により伝播した後、出射される導光板、
　（Ｂ）導光板に入射した光が導光板の内部で全反射されるように、導光板に入射した光
を回折反射する、反射型体積ホログラム回折格子から成る第１回折格子部材、及び、
　（Ｃ）導光板から光を出射するように、導光板の内部を全反射により伝播した光を回折
反射する、反射型体積ホログラム回折格子から成る第２回折格子部材、
を備えており、
　第２回折格子部材は、
　（Ｃ－１）所望のブラッグ条件を満足する干渉縞が形成された第２回折領域、及び、
　（Ｃ－２）少なくとも、第１回折格子部材に面した第２回折領域の縁部から延在し、所
望のブラッグ条件を満足する干渉縞が形成されていない第２非回折領域、
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を有することを特徴とする画像表示装置。
【請求項１４】
　（ａ）画像形成装置と、
　（ｂ）画像形成装置から出射された光を平行光束とするコリメート光学系と、
　（ｃ）コリメート光学系にて平行光束とされた光が入射され、導光され、出射される光
学装置、
から成る画像表示装置であって、
　光学装置は、
　（Ａ）光が入射され、内部を全反射により伝播した後、出射される導光板、
　（Ｂ）導光板に入射した光が導光板の内部で全反射されるように、導光板に入射した光
を回折反射する第１有効領域を有し、反射型体積ホログラム回折格子から成る第１回折格
子部材、及び、
　（Ｃ）導光板から光を出射するように、導光板の内部を全反射により伝播した光を回折
反射する第２有効領域を有し、反射型体積ホログラム回折格子から成る第２回折格子部材
、
を備えており、
　少なくとも、第２回折格子部材に面した第１回折格子部材の第１有効領域の端部に対応
した導光板の部分から、第２回折格子部材に向かって、導光板の第１領域上には第１光反
射層が設けられていることを特徴とする画像表示装置。
【請求項１５】
　少なくとも、第１回折格子部材に面した第２回折格子部材の第２有効領域の端部に対応
した導光板の部分から、第１回折格子部材に向かって、導光板の第２領域上には第２光反
射層が設けられていることを特徴とする請求項１４に記載の画像表示装置。
【請求項１６】
　第１光反射層と第２光反射層とは、導光板上を延び、一体化されていることを特徴とす
る請求項１５に記載の画像表示装置。
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